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◇表紙写真説明◇

Kui Taishin-SSP工法の施工状況
写真提供：オリエンタル白石㈱

　パイルベント橋脚の耐震補強工法であるKui Taishin-SSP 工法の
施工前から完成までの施工状況の写真である。

　Kui Taishin-SSP 工法は，圧入鋼板巻立てによる耐震補強工法で
あり，既設構造物直下の厳しい制約条件下において，従来工法では
施工性・経済性が課題となっていた橋脚に対して，耐震補強を行う
ことができるようになった。また，国土交通省により「平成 21 年
度準推奨技術」として選定され，現在 51 件の採用実績がある。
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